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小中学校には、「通級指導教室（ことばの教室）」という場があります。「苦手な学習があ

る」「コミュニケーションが苦手」「うまく話せない」「うまく発音できない音がある」等が

心配されるお子さんを対象に困り感の相談を受けたり、個人指導を受けたりすること

ができます。本校では、斗内先生が担当していますが、子ども達の困り感に寄り添いな

がら、一人一人の長所を伸ばし、自信につなげる学習を進めています。子ども達は、自

分のペースで、疑問を解決し、練習を積み上げています。また、教室では、自分の考えを

発表することが恥ずかしいと思っている子も、ここでは、しっかりお話ししています。

子どもだけでなく人は皆それぞれ違います。その違いは「個性」であり、誰もがもっているものです。その

個性は、決して優劣あるものではありません。しかし、人が集まると、「個性」は、

序列化し優劣が付きまとい、自信に繋がったり、逆に自信をなくしたりすること

があります。悲しいことです。

さて、先日校内をまわっていると、通級教室の入り口付近に右写真のような

掲示物が貼ってありました。写真では、字が小さいですので、下に紹介します。

何十万か何百万年も遥か昔から、人間は、自分の身を守るため、出合った人間

や動物等が自分にとって敵なのか味方なのかを判断する必要があったそうで

す。その長い年月の中で、私達の脳は、本能的に敵か味方かを判断し身を守るの

です。ですから、正確に把握できないオバケや自分（人間）とは違う形の生き物

（足のない蛇やありすぎるムカデ）などに警戒するそうです。人間社会の中では、

相手が発する「攻撃的な言葉」「優しい言葉」「相手の行動」に脳が機能し、心を動

かされる感動もあれば、、心を痛めることも多いのです。

学校は小さな社会です。子ども達は、学びや様々な体験の中で、楽しいことも

あれば、悲しいこと、辛いこともあります。それは、大人になった時に、しっかり困難を乗り越えるための小さ

なハードルのようなものです。大人はそのハードルの越え方を教えますが、越えるのは子ども達です。大人が

代わりに越えてあげることはできません。

様々なハードルを乗り越える方法として、「やなことシュレッダー」も一つの方法です。気持ち

の切り替えをすることで、新たな考えや視点も見えてきます。

最後になりますが、本校では、ハードルを乗り越える方法を教えるだけでなく、特別支援教育

の充実といじめ防止の教育、道徳の実践の他、児童会と中学校の生徒会が一緒にいじめ防止

の取組を行うなどしています。一人一人が優しい心で「自分」と「相手」のことを考えられるよ

う、日々取り組んでいます。これからも、地域、保護者の皆様と一緒に、子ども達を育てていき

たいと考えています。

なやんだときは だれかにそうだんすることがだいじだけど、
ちいさななやみには「やなことシュレッダー」をつかってみよう
なやみがバラバラになって きえていくようすを イメージでき
れば きもちのきりかえができるよ。



11月17日(水)～18日
(木)、好天の中、６年生が
函館市への修学旅行に行っ

てきました。「自分で
考え、自分達から行
動する」を目標に、集
団行動、個人行動と
もに頑張っていました。
１日目の自主研修
は、自分達の計画に

沿って、施設や名所を巡ったり、函館名物を食べたり
して満喫しました。夜は函館山の山頂から函館市の
美しい夜景を眺めました。２日目は五稜郭タワーの
見学、みらい館での体験を行いました。

時間通りにスムーズに進んだのも、最高学年としての６年生の
子ども達全員の意識によるものだと思います。到着式での全員
の笑顔が旅行の充実度を物語っていました。

本格的な雪の時期が間近に迫ってい

ます。朝晩は氷点下近くになり、子ども

達の服装も冬仕様になりました。防寒

着やマフラー、手袋等、天候等に応じた

調節が必要です。靴も裏面が磨り減っ

ていないか、かかとが潰れていないか

確認しましょう。靴のかかとを踏んで歩くことは夏でも冬

でも非常に危険です。ご家庭でもご指導ください。

町内の小学生は午後４時までに帰宅することとなってい

ます。外遊びの子ども達や習い事の子へ、早め早めの帰宅

を促すとともに、暗くなる前の帰宅を厳守させてくださ

い。事故も事件もふとした気の緩みや慢心から起こりま

す。また、この時期、自転車に乗るのは大変危険です。来春

まで自転車を仕舞い、整備をお願いします。

11月18日付の「苫

小牧民報」にも掲載

されていましたが、
厚真高校のボランティア部の皆さんが作成した、物語の
読み聞かせ朗読CDが寄贈されました。11月16日に校長
室で贈呈式が行われ、プロジェクト委員会の児童が代表
で受け取りました。

今後、給食時間等に流して活用していきます。
子ども達が本を手にとったり、物語に興味を示
すきっかけの１つになって欲しいです。

車での児童の送迎については以下の点
にご留意ください。

① 体育館前駐車場より先（校舎前）には車を乗り入れない
（行事・参観日以外はグラウンド内は乗り入れ禁止）

② 徐行運転（坂道を登るときも同様）
③ 朝7:55～8:02の時間帯はできるだけ避ける
（通学バスが着くため／通学バス優先）

下 校 バ ス

日 曜 行 事 日課 １４時３０分 １５時２０分

11月 月 保護者面談① ⑤ １４：００
×２９ 水曜日課 （全学年）

３０ 火 保護者面談② ⑤ １４：００ ×（全学年）

12月 水 安全点検 ⑤ １４：００ ×１ 保護者面談③ （全学年）
食の指導（６年）
スケートレンタル会

２ 木 租税教室（６年） ⑤ １４：００ ×
耳鼻科検診 （全学年）
保護者面談④

３ 金 保護者面談⑤ ⑤ １４：００ ×
給食指導（６年） （全学年）

４ 土

５ 日

６ 月 保護者面談⑥ ⑤ １４：００ ×
（全学年）

７ 火 鼓笛伝達式 ６ １４：４０ ３～６年
（１～２年）

８ 水 ６ １４：００ １４：５０
（１年） （２～５年）

９ 木 ６年中学校体験 ５ １４：４０ ×
（全学年）

１０ 金 給食指導（４年） ６ １～３年 ４～６年
陸上教室（５・６年）

１１ 土

１２ 日

１３ 月 ６年６時間日課 ６ １・２年 ３～６年
鼓笛（新体制３～５年）
スクールカウンセラー

１４ 火 ６ １・２年 ３～６年

１５ 水 ６ １４：００ １４：５０
（１年） （２～５年）

１６ 木 読み聞かせ（５・６年） ５ 全学年 ×

１７ 金 ６年・中１英語交流 ６ １～３年 ４～６年

１８ 土

１９ 日

２０ 月 ５ １４：４０ ×
（全学年）

２１ 火 ６ １・２年 ３～６年

２２ 水 「冬至」 ６ １４：００ １４：５０
（１年） （２～６年）

２３ 木 ５ 全学年 ×

２４ 金 ２学期終業式 ⑤ １４：００ ×（全学年）

２５ 土

２６ 日

２０２２（令和４）年 １月

１６ 日

１７ 月 ３学期始業式 ⑤ １４：００ ×（全学年）

※１２月２８日（火）～１月５日（水）は「学校閉庁日」です

12月10日(金)、５・６年の体育の授業で、
日本陸上連盟登録の北風 沙織さんをお招
きして「陸上教室」を行います。日本短距離
界屈指の選手に直接指導していただく貴
重な機会となるでしょう。


